










超音波検査は診察台に仰向けに寝て行います。
乳房にジェルを塗り、プロ－ブと呼ばれる
センサーを当て、上下左右に
動かしながら、モニターに乳房
の断面像を映し出します。

乳腺超音波検査について

乳房内の病変の有無、しこりの大きさ、腋窩
リンパ節転移の有無等を調べます。
また、放射線を使用しない為、妊娠している
方や乳腺の発達した若い世代の方にも安心
して行え、痛みのない検査です。検査時間は
15分程です。

＜乳腺超音波検査とマンモグラフィーの違い＞

放射線を使用し乳癌の初期症状である
微細な石灰化、セルフチェックや検診では
わかりにくい小さなしこりも画像として
捉える事ができます。

一般的に、40歳以上の方は
マンモグラフィー、またはマンモ
グラフィーと超音波検査の併用で、
40歳未満の方には超音波検査
が推奨されています。
40歳から60歳代までの女性は最も乳がんにかかるリスクが高い年齢層ですので、毎年1回、
乳がん検診を受けることや、また40歳未満でも、親や姉妹で乳がんにかかった人がいるなど、
乳がんの発症リスクが高い場合は、40歳になるのを待たず検診を受けることをお勧めします。
20代や30代でも乳がんを発症する方がいるため、日頃から自分の胸を観察したり、触ったり
して異常がないか確認する習慣をつけることも大切です。
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しかし、若い世代の方に多い
高濃度乳腺では腫瘤がみつ
かりにくいため、超音波検査
をおすすめします。
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